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2019年 
12月 4日 
第 10号 

日
米
協
定
・
変
則
労
働 

自
公
採
決
強
行 

野
党
反
対 

日米貿易協定 国内農業を犠牲 
 井上議員が反対討論 

 

 

も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
は
１
１
月
１

９
日
、
衆
院
総
務
委
員
会
で
、
来
年
度
か

ら
始
ま
る
非
正
規
公
務
員
の
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
に
つ
い
て
、
全
国
の
自
治
体

で
月
給
の
引
き
下
げ
が
起
き
て
い
る
問
題

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
本
村
氏
は
不
適
切

な
待
遇
引
き
下
げ
を
す
べ
き
で
な
い
と
し

て
制
度
の
周
知
徹
底
と
財
源
確
保
を
強
く

求
め
ま
し
た
。 

 

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
期
末
手
当
の

支
給
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
自
治

体
で
、
財
政
不
安
か
ら
月
給
を
引
き
下
げ
、

替
受
払
通
知
票
の
郵
送
を
来
年
度
か
ら
有

料
化
す
る
動
き
が
あ
り
、
視
覚
障
害
者
団

体
か
ら
は
「
手
数
料
を
取
ら
れ
た
ら
運
営

が
困
難
に
な
る
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

同
銀
行
の
池
田
憲
人
社
長
は
、
点
字
の

振
替
受
払
通
知
票
の
郵
送
は
「
来
年
４
月

以
降
も
引
き
続
き
無
料
で
受
け
る
こ
と
は

可
能
だ
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
も
と
む
ら
氏
は
点
字
郵
便
物

な
ど
を
無
料
と
す
る
第
四
種
郵
便
を
知
ら

な
い
郵
便
局
員
も
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
職

員
へ
の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
長
門
正
貢
社

長
は
「
貴
重
な
意
見
な
の
で
、
き
ち
ん
と

対
応
で
き
る
よ
う
し
て
い
き
た
い
」
「
障
害

の
あ
る
お
客
へ
の
対
応
も
大
事
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
（
使
命
）
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

れ
る
例
も
あ
り
ま
す
。 

 

も
と
む
ら
氏
は
、
あ
る
自
治
体
の
職
員

組
合
が
当
事
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た

結
果
、
回
答
者
の
７
割
が
「
賃
下
げ
が
さ

れ
た
ら
退
職
す
る
」
と
回
答
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
、
財
源
確
保
を
十
分
に

示
さ
な
か
っ
た
総
務
省
の
責
任
を
追
及
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
高
市
早
苗
総
務

相
は
「
財
政
上
の
制
約
の
み
を
理
由
に
、

期
末
手
当
支
給
の
一
方
で
、
給
料
や
報
酬

を
削
減
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
」「
制

度
の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る
経
費
は
、

地
方
財
政
計
画
に
計
上
す
る
こ
と
に
よ

り
、
適
切
に
財
源
を
確
保
し
て
い
く
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
も
と
む
ら
氏
は
、
総
務
省
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
、
週
１
５
時
間
半
以
下
の
職

員
な
ど
を
手
当
支
給
の
対
象
外
と
す
る
制

度
も
「
想
定
さ
れ
る
」
と
し
て
お
り
、
こ

れ
で
は
非
常
勤
講
師
や
短
時
間
勤
務
の
保

育
士
な
ど
が
対
象
外
と
な
る
と
指
摘
。
勤

務
時
間
で
線
引
き
し
な
い
よ
う
要
求
し
ま

し
た
。 

 

総
務
省
の
大
村
慎
一
公
務
員
部
長
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
一
例
を
示
し
た
も
の
で
、

支
給
対
象
の
勤
務
時
間
は
「
地
方
公
共
団

体
の
実
情
等
に
即
し
て
、
適
切
に
判
断
さ

れ
る
べ
き
だ
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
は
１
１
月
１

９
日
の
総
務
委
員
会
で
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
振
り
込
み
を
知
ら
せ
る
点
字
の
振
替
受

払
通
知
票
の
郵
送
に
つ
い
て
無
料
を
継
続

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
同
銀
行
で
は
振

手
当
に
回
す

改
悪
案
が
提

示
さ
れ
、
保
育

士
や
病
院
職

員
な
ど
で
な

か
に
は
月
２

万
～
４
万
円

も
賃
下
げ
さ

準
ま
で
引
き
下
げ
る
(2)
米
国
向
け
セ
ー
フ

ガ
ー
ド
発
動
後
に
、
発
動
基
準
数
量
を
緩

和
す
る
た
め
の
協
議
の
規
定
を
盛
り
込
ん

で
い
る
―
点
で
、
国
内
の
畜
産
農
家
を
か

え
り
み
て
い
な
い
と
批
判
。
協
定
付
属
書

で
米
国
が
「
将
来
の
交
渉
に
お
い
て
農
産

品
に
対
す
る
特
恵
的
な
待
遇
を
追
求
す

る
」
と
明
記
し
た
の
は
、
農
産
物
の
一
層

の
関
税
撤
廃
・
引
き
下
げ
を
迫
る
根
拠
を

与
え
た
こ
と
に
な
り
、「
到
底
容
認
で
き
な

い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。 

 

参
院
外
交
防
衛
委
員
会
で

は
、
日
米
貿
易
協
定
と
日
米
デ

ジ
タ
ル
貿
易
協
定
の
承
認
案

が
与
野
党
の
合
意
が
な
い
ま

ま
に
採
決
さ
れ
、
自
民
、
公
明
、

維
新
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

９
日
に
会
期
末
が
迫
る
３
日
の
国
会
で
は
、
自
民
・
公
明
両
党
な

ど
が
参
院
で
、
国
内
の
農
林
水
産
業
や
地
域
経
済
に
大
打
撃
を
与
え

る
日
米
貿
易
協
定
承
認
案
や
、
８
時
間
労
働
原
則
を
崩
し
労
働
条
件

に
重
大
な
不
利
益
を
も
た
ら
す
１
年
制
の
変
形
労
働
時
間
制
を
公
立

学
校
教
員
に
導
入
す
る
「
公
立
学
校
教
員
給
与
特
別
措
置
法
（
給
特

法
）
改
定
案
」
を
委
員
会
で
採
決
し
ま
し
た
。 

日
米
貿
易
協
定 

国
内
農
業
を
犠
牲 

井
上
議
員
反
対
討
論 

 

参
院
外
交
防
衛
委
員
会
で
は
、
日
米
貿
易
協
定
と
日
米
デ
ジ
タ
ル

貿
易
協
定
の
承
認
案
が
与
野
党
の
合
意
が
な
い
ま
ま
に
採
決
さ
れ
、

自
民
、
公
明
、
維
新
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

井
上
さ
と
し
議
員
は
反
対
討
論
で
、
日
米
貿
易
協
定
が
、(1

)

発
効

時
に
米
国
牛
肉
の
関
税
率
を
、
米
国
を
除
く
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
１
１
）
参
加
国
と
同
水
準
ま
で
引
き
下
げ
る(2

)

米
国
向
け
セ
ー

フ
ガ
ー
ド
発
動
後
に
、
発
動
基
準
数
量
を
緩
和
す
る
た
め
の
協
議
の

規
定
を
盛
り
込
ん
で
い
る
―
点
で
、
国
内
の
畜
産
農
家
を
か
え
り
み

て
い
な
い
と
批
判
。
協
定
付
属
書
で
米
国
が
「
将
来
の
交
渉
に
お
い

て
農
産
品
に
対
す
る
特
恵
的
な
待
遇
を
追
求
す
る
」
と
明
記
し
た
の

は
、
農
産
物
の
一
層
の
関
税
撤
廃
・
引
き
下
げ
を
迫
る
根
拠
を
与
え

た
こ
と
に
な
り
、「
到
底
容
認
で
き
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。 

 

 

井
上
さ
と
し
議
員
は
反
対
討
論
で
、
日

米
貿
易
協
定
が
、
(1)
発
効
時
に
米
国
牛
肉

の
関
税
率
を
、
米
国
を
除
く
環
太
平
洋
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１
１
）
参
加
国
と
同
水


